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彙　　報

本会記事

　西南アジア研究会総会

　20！4年度総会は，先の急告のごとく，2014年目2月20H午後2時から，京都大学文学研

究科・文学部新館第4講義室において開催された。

　前川和也会長の開会の挨拶に続いて，稲葉穣氏を議長に選出し，議事に入った。まず久保

一之委員から，会誌発行状況，会員数会計等の会務についての報告が行われ，ついで，会

計業務について，堀川徹監事から会計が適切に処理されている旨報告された。さらに，前川

会長より，本会会誌晒爾アジア研究」に掲載される原稿のうち，論文・研究ノートについ

ては，今後英文要旨とキーワードも併載するという役員会の決定が伝えられた。

　総会議事の後，東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授八尾師誠氏に「史・資料と

現地（現場）をさ迷って35年中と題してご講演いただき，最後に濱田正美副会長の閉会の

挨拶をもって終了した。

　会費納入のお願い

　本誌第8！号発送時に2014年度会費（第81－82号相当分）および滞納金をご請求申し上げ

たところ，多くの方からご協力が得られました。誠に有り難く存じ上げます。

　しかしながら，いまだご入金いただいていない会員の方も，少なくありません。第81号

発送時にご通知した，会費納入状況をご確認の上，早々にお支払いいただけるようお願い申

し上げます。

　ご投稿のお願い

　より充実した誌面をお届けできますよう，会員の皆様の活発なご投稿をお待ち申し上げて

おります。論文研究ノートや書評に限らず，研究動向・学界動向その他，有益な各種情報

もお寄せ下さりますようお願い申し上げます。投稿規程は本号末尾に最薪版を掲載してあり

ますので，原稿作成の際ご参照下さるようお願い致します。
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『西南アジア研究』投稿規程

工　投稿先　藤南アジア研究会　干606　一　8501　京都市左京区吉田本町　京都大学文学部内

1　原　　稿

　1　原稿は横書きとし，1司じ内容の電子ファイルを使用ソフト名明記の上添付すること。ただし

　　手書きの場合は，200字詰原稿用紙に横書きとする。

　2論文は注を含め400字詰原稿用紙60枚程度，研究ノート・研究動向は30枚程度を上限とす

　　る。

　3　論文焦すべて1号限りで完結するものとし，連載はしない。

　4採否は編集委員会が決定し，手直しを求めることもある。

　5　原稿は返却しない。ただし図については，投稿時に串し入れがあれば返却する。

　6投稿者は本誌の体裁にしたがい，以下の書き方に続一すること。

　a．第1頁に表題・氏名，第2頁にその英訳，第3頁以下を本文とし，注・文献表を含めて通

　　し頁をうつ。

　b．章はローマ数字，節はアラビア数字（舞粥数字）で示す。ただし章節の表題の有無は自由

　　である。

　c．注は甥紙おこしとし，本文の後ろにつける。注の書き方は次のとおりとする。

　　　　1）　この場合，帝王の叙任は……

　　　　　　どちらともいえない。

　d．出典と引用頁のみの注記は本文申にする。参考文献を［Fussman　1978：94－98］，あるい

　　は［HS：25］として本文申の当該箇所末尾に入れる。なお94　一　98，25などは引用頁である。

　e．dによって生じる文献表をつくり，宕lj紙おこしで注iの後ろにつける。筆者姓ABC順とし，

　　欧文，利文，中文を混記する。申文は凶音による。書式は，下のWのとおり。

　　f、雑誌などの略号は本誌の表紙うらの方式にしたがうこと。単行本・雑誌は，欧文ではイタ

　　リック指示，和・中文では『選に入れ，論文表題は括弧をつけず，裸のままにする。巻数

　　は算用数字とし，号数は（）に入れて，3（1），4（3－4）［3，4号合併号の場合］などとす

　　る。Vo1．，　Partなどの表示はしない。なおロシア文字はイタリックを長いない。

　7　以上により，文字凍稿は，表題・氏名，英文表題・氏名，本文・注，文献表より成る。

眠　図の原稿

　1本誌ではアート紙・折り込み図表は使わない。

　2　したがって版下！3×20cmを考慮すること。

　3　図はそれぞれ別紙に作成し，逓し番号をつけ，各麟の天地を明確にすること。

　4　たとえば図3などが複数の写真などで構成されるときは，版面に入るよう考慮のうえ，畠来

　　上り図を作成すること。個々の図は，図1からの通し番号とする。

　5麟の説明文（キャプション）は図に記入せず，B5版200字詰原稿用紙に書き，他の文字原

　　稿の末尾につけておくこと。

　6本文原稿に図の挿入箇所を明示すること。原稿貰の右下に聰2挿入」などと朱書し，繊来

　　上りの灘積（tv－5×璽8cm），頁における位羅（上下左右など）を指示すること。

　7　そのままで版下になる図をつくること。場合によっては，別途に経費を申しうけることがあ

　　るQ
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